
事
も
き
り
あ
げ
て
帰
路
に
つ
い
た
。

三
尺
ま
す
の
御
ち
そ
う
は
ど
ん
な
に
か
置

し
い
彼
れ
の
家
族
を
甚
ば
せ
た
こ
と
で
あ

っ
た
ろ
う
、
一

聞
は
た
ら
ふ
く
に
た
ベ
て

共
の
日
は
早
く
特
に
つ
い
た
。

夜
中
に
ふ
と
目
な
さ
ま
し
た
彼
は
や
け
つ

く
よ
う
な
喉
の
か
わ
き
や
』
党
え
た
、
勝
手

の
樋
口
に
口
を
あ
て
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
水

を
の
ん
だ
が
か
わ
き
は
容
易
に
と
ま
ら
な

か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
彼
は
物
に
つ
か
れ

た
よ
う
に
ぞ
う
り
を
は
い
て
外
に
出
て
フ

ラ
／
＼
と
ま
っ
暗
い
山
峡
の
お
く
へ
既
い

込
ま
れ
る
よ
う
に
消
え
て
い
っ
た
。

翌
朝
家
の
者
が
起
さ
て
み
る
と
彼
の
袈
が

見
え
な
い
、
大
師
ぎ
に
な
っ
て
村
中
総
出

を
し
て
探
す
と
鱒
を
捕
へ
た
と
い
う
淵
の

傍
に
彼
の
ぞ

4
り
が
脱
ぎ
す
て
L
あ
っ
た

が
彼
の
奮
は
ど
号
し
て
も
見
つ
け
る
こ
と

．
が
で
き
な
か
っ
た
。

笹
川
部
落
か
ら
川
に
沿
う
て
－
旦
ば
か

一
が
せ
ま
っ
て
豪
壮
な
峡
谷
美
を
展
開
し
て
一
夜
明
け
前
に
淵
の
あ
た
り
を
通
っ
た
村
人

り
上
流
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
両
岸
の
岩
盛

一
い
る
、
そ
こ
に
は
千
古
の
神
秘
を
た
た
え

一
で
七
郎
右
ヱ
門
さ
ん
が
淵
に
顔
を
つ
き
こ

明

議

院

た

淵
が
あ
っ
て
こ
れ
を
七
郎
右

一
ん
で
水
を
呑
ん
で
い
る
の
を
見
た
と
い

4

一if
悶

ェ
門
淵
と
い
っ
て
い
る
、
と
の

一
者
が
あ
っ
た
。

）
小
川
州

淵
に
ま
つ
わ
る
伝
説
。

L
お
そ
ら
く
七
郎
右
ヱ
門
は
淵
の
大
蛇
に
見

J
ぷ
｝

む
か
し
笹
川
の
部
搭
に
七
郎
右

一
込
ま
れ
て
ま
す
宇
え
さ
に
引
き
こ
ま
れ
た

hm

ヱ
門
と
い
う
正
直
な
龍
夫
が
い
一
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
そ
の
後
は
こ
の

た
、
あ
る
と
き
こ
の
淵
の
近
く

一
淵
を
七
郎
右
ヱ
門
洲
と
名
づ
け
る
よ
う
に

の
畑
で
働
い
て
い
た
、

仕
事
も

一
な
っ
た
。
七
郎
右
ヱ
門
の
家
は
山
崎
の
真

思
い
の
ほ
か
早
く
す
ん
だ
の
で
一
浄
寺
の
門
徒
で
あ
っ
た
の
で
、
十

一
月
の

淵
の
辺
り
で
ひ
と
休
み
を
し
て

一
寺
の
報
愚
前
に
は
七
郎
右
ヱ
門
は
雨
雲
に

諒
ん
で
い
る
と
つ
い
ウ
ト
ノ
ヘ
一

の
っ
て
参
会
す
る
の
で、

其
命
寺
の
報
恩

・
と
叫
持
よ
く
ひ
る
寝
を
し
て
し

一
部
に
は
必
ず
悶
が
附
り
、
近
在
の
人
た
ち

ま
っ
た
、
自
が
さ
め
て
流
れ
で

一
は
七
郎
右
ヱ
門
さ
ま
が
ま
い
る
か
ら
だ
と

ロ
を
す
L

い
で
い
る
と
今
ま
で

一
し
て
い
る
。

に
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
大
一

：：
i
l－
－

－

き
い
ま
す
〈
鱒
｝
が
淵
に
泳
い

で
い
た
、
設
は
喜
ん
で
さ
っ
そ

く
上
衣
を
脱
い
で
タ
モ
網
の
代

り
に
し
て
淵
に
入
り
う
ま
く
捕

え
る
こ
と
が
出
来
た
。
揚
げ
て

み
る
と
三
尺
に
近
い
大
ま
す
で

あ
っ
た
、
彼
は
躍
り
あ
が
っ
て

喜
ん
だ
、
日
は
ま
．た
高
か
っ
た

が
家
の
者
に
喜
ば
せ
よ
う
と
仕

一綿一
一士
一の
……伝
…説
……め
…ぐ
一日
J

…一

笹
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部

淵

九
月

一
一
日

議
会
総
務
要
員
会
開
催
、

臨
時
議
会
の
案
件
に
つ
い

て
。
赤
川
部
落
女
消
防
隊
結
成

さ
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
開
催
。

一
三
日

人
事
異
動
発
令

宮
崎
小
学
校
に
お
い
て
自

衛
隊
の
映
写
会
及
び
懇
談

会
開
催
c

国
体
誘
致
常
任
蚕
員
会
開

山
位
。
議
会
文
停
婆
只
会
開
側
、

泊
地
区
間
民
健
康
保
険
再

開
に
伴
う
予
算
案
辞
職
そ

の
他
。

議
会
産
業
委
員
会
開
催
、

農
業
セ
ン
タ
ー
の
こ
と
に

つ
い
て。

議
会
総
務
委
員
会
開
催
、

職
員
給
与
条
例
そ
の
他
に

つ
い
て
審
議
。

社
会
福
祉
協
議
会
開
催
。

町
臨
時
議
会
開
催
ぎ
る
。

選
挙
管
理
委
員
会
開
催
、

委
員
長
選
挙
の
件
等
に
つ

い
て
。

指
名
方
法
に
よ
り

委
員
長
に
河
村
峰
岳
氏
を

委
員
長
職
務
代
理
者
を
高

田
啓
治
氏
を
選
任
。

国
体
鍛
備
常
任
益
員
会
開

催。

一
四
日

一
五
日

一
七
日

一
八
日

二
六
臼

二
七
日

＝一O
日

十

月

四

日

第
八
回
臨
時
議
会
九
月
三
十
日
開
催

選
挙
第

一
号
朝
日
町
選
挙
管
理
袈
員
会

蚕
員
謀
滋
一
・
の
件

朝
日
町
選
拳
m
u
m婆
員
会

委
口
補
充
員
出
挙
の
件

（以
上
議
会
処
出
〉

胡
日
町
教
育
委
員
会
の
蜜

員
乞
佳
命
の
た
め
問
意
を

求
め
る
件

朝
日
町
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

の
件
朝
日
町
定
数
条
例
の

一
部

改
正
の
件
醗
案

朝
日
町
国
民
健
康
保
険
に

選
参
第
二
号

議
案
第
一
号

棋
会
第
二
号

議
案
第
三
号

議
案
第
四
号

関
す
る
規
約
の
一
部
改
正

の
件
昭
和
三
十
二
年
度
朝
日
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
第
一

回
追
加
更

正
予
算

朝
日
町
の
職
員
に
対
す
る

盤
冷
地
手
当
及
び
新
民
手

当
の
支
給
に
闘
す
る
条
例

の
一
部
改
正
の
件

議
案
第

－
号
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
者

を
も
っ
て
同
意
さ
れ
る
。

朝
日
町
教
育
委
員
会
委
員

谷

口

甚

造

〈

山

崎

〉

議
案
第
二
号
よ
り
第
六
号
ま
で
原
案
通

り
可
決
。

選
挙
第
一

号
及
び
第
二
号
に
つ
い
て
は

議
長
指
名
に
よ
っ
て
選
挙
。
左
記
の
者

が
当
選
決
定
。

朝
日
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

河

村

峰

岳

〈

泊

）

高

田

啓

治

（

大

家

庄

〉

牧
野
六
郎
左
エ
門
（
山
崎
）

補
充
員

雄

〈
五
筒
庄
）

治
（
境
）

太
（
南
保
）

誠
実
第
五
号

線
集
第
六
号

l司

米水山

_fi:烏本

ニ盛鎖

昭
和
三
＋
＝
年
度
狩
獄
免
状
下
付
申

精
巳
つ
い
て

今
年
度
の
狩
猟
も
十
一
月

一
日
よ
り
解
禁

と
な
り
ま
す
の
で
役
場
産
業
課
に
於
て
下

付
申
請
の
受
付
を
致
し
て
お
り
ま
す
か
ら

希
望
者
は
印
鑑
、
銃
砲
所
持
許
可
証
、
写

真
等
持
容
の
上
お
越
し
下
さ
い
。
尚
狩
猟

者
説
は
昨
年
問
機
左
の
と
お
り
で
あ
り
ま

す

。

詑

①
品
業
を
主
た
る
生
業
と
す
る
も
の
で
専

ら
自
家
労
力
に
よ
っ
て
行
う
者
一
、
八

O

O
円
①
そ
の
他
の
者
三
、
六

O
O円
①
県

手
数
料

一
O
O円
①
県
猟
友
会
負
担
金
二

五
O
円
＠
郡
猟
友
会
負
担
金
二

O
O円

追
伸
｜
申
請
時
に
は
入
替
地
区
普
察
団
事
長

の
発
行
す
る

「
銃
砲
所
持
許
可
証
に
関
す

る
椛
明
書
」
を
受
倒
の
上
お
鵡
し
下
さ
い
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）
し
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
此
の
場
合
補
助
の
対
象
と
な
る
面
積

は
一

団
地
五
畝
歩
以
上
で
あ
る
が
点
在
す

－
る
五
畝
歩
以
下
の
造
料
地
が
一
町
村
以
内
に

①
造
林
を
致
し
ま
し
ょ
う

一一
包
含
さ
れ
て
い
る
と
き
は
こ
れ
等
を
合
し

一
年
の
う
ち
で
も
最
も
梅
林
に
泊
す
る
紋
一一
て
五
敵
歩
以
上
あ
れ
ば
申
請
す
る
こ
と
が

植
の
季
節
に
な
り
資
源
造
成
に
又
治
山
治
一
一
出
来
ま
す。

水
の
た
め
造
林
を
致
し
．
ぅ
。

一

て
造
林
に
つ
い
て

一
三
、
造
林
さ
れ
た
方
に

昭
和
三
十
二
年
度
に
お
レ
て
県
よ
り
朝
日

一
造
林
さ
れ
た
方
は
造
綜
補
助
金
変
付
申
請

町
に
割
当
ら
れ
た
造
紙
面
積
は
境
一
三
町
一
醤
を
施
菜
図
を
添
え
て
春
植
の
分
に
つ
い

一
反
、
南
保
六
町
四
反
、
宮
附
一
七
町
、

一
て
は
六
月
二
十
五
日
ま
で
、
駄
値
の
分
に

泊
九
K
、
蛭
谷
四
六
町
、
山
崎
七
町
四
反

一
つ
い
て
は
十
二
月
来
日
ま
で
知
事
に
拠
出

前
九
O
町
八
反
で
あ
り
ま
す
。
此
の
割
当
一
す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
り
ま
す
の
で
森
林

さ
れ
た
而
僚
の
消
化
に
役
場
森
林
組
合
等
一
組
合
叉
は
役
場
へ
早
め
に
提
出
し
て
下
さ

が
苦
慮
し
て
い
る
裂
状
で
あ
り
ま
す
の
で
一

L
。

造
林
者
各
位
の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

一四
、
そ
の
他

二
、
造
科
さ
れ
る
方
に

一
造
林
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
た
め
に
必

造
林
さ
れ
る
方
は
造
林
補
助
認
定
申
請
智
一
一
援
な
手
続
や
賭
様
式
は
森
鉢
組
合
又
は
役

を
森
林
組
合
長
経
由
（
旧
泊
地
区
は
町
長

一
場
に
あ
り
ま
す
か
ら
御
利
用
下
さ
い
。

朝
日
町
農
業
セ
ン
タ
ー
落
成
な
る

朝
日
町
発
足
以
来
品
業
指
沼
の
一
一
光
化
を

一
と
な
り
去
る
十
七
日
控
工
式
が
挙
行
さ
れ

目
途
に
良
薬
セ
ン
タ
ー
の
砲
肢
を
計
脳
中

一
－
ま
し
た
。

の
と
こ
ろ
昨
年
十
一
月
小
川
組
設
工
業
株
v

設
業
セ
ン
タ
ー
の
位
躍
は
朝
日
町
農
薬
の

式
会
社
の
手
に
よ
り
基
廃
工
事
を
終
り
今

一
中
心
で
も
あ
り
大
家
庄
小
川
橋
詰
に
設
慣

年
六
月
よ
り
山
崎
小
学
時
の
古
校
舎
の
拶
一
さ
れ
隣
り
の
小
川
中
学
校
は
品
業
指
定
校

築
に
依
り
阿
越
土
住
株
式
会
社
の
訓
負
で

一
で
も
あ
り
今
後
の
由
来
改
良
組
織
の
強
化

住
築
工
業
に
若
手
十
月
五
日
竣
功
の
運
び

一
と
品
業
施
策
の
一
元
化
に
よ
り
地
域
に
即

～－悼緩

林

業

一一
二L

ス

（写真は落成なった朝日町農業センター〉

応
し
た
る
農
業
改
良
技
術
の
普
及
彦
選
を
四

国
り
経
蛍
技
術
改
善
に
依
り
土
地
利
用
の

一

高
度
化
と
農
家
経
済
の
安
定
に
寄
与
す
る
一

所
大
な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

一

一一如い円仙
W
U刊一一
一

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

一

予
防
接
種
に
つ
い
て
一

全
国
的
に
頻
発
し
て
い
、
る
イ
ン
フ
ル
エ

一

ン
ザ
は
病
滋
体
が
「
A
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
訂

一

分
の
1
型
ウ
イ
ル
ス
」
で
今
冬
も
流
行
す
一

る
可
能
性
が
多
レ
の
で
そ
の
予
防
接
種
を
一

行
う
計
画
を
立
て
L
お
り
ま
し
た
が
、
こ

一

の
ワ
ク
チ
ン
（
注
射
液
）
が
明
年
の
二
月
一

来
日
ま
で
の
生
産
予
定
量
は
五

O
O立
（
一

約
九
十
五
万
人
分
）
で
、
全
国
で
必
要
量

の
十
分
の
一

に
も
足
の
な
い
数
量
な
の
で

惇
生
省
で
は
、
協
哉
の
結
果
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
多
発
地
締
か
ら
雄
先
的
に
予
防

接
極
を
行
う
こ
と
に
去
る
十
月
八
日
に
決

定
し
ま
し
た
の
で
本
町
で
は
単
独
に
ワ
ク

チ
ン
の
入
手
が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。

九
月
中
旬
に
学
校
及
び
一
般
か
ら
予
防

接
留
の
希
望
者
を
募
り
ま
し
た
が
、
右
の

よ
う
な
事
情
で
予
防
接
樋
が
出
来
な
く
な

り
ま
し
た
の
で
こ
の
紙
上
で
お
こ
と
わ
り

致
し
ま
す
。

但
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
入
手
に
は
、
努
力

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
入
手
出
来
次
第
、

接
種
を
致
し
ま
す
か
ら
臨
し
か
ら
ず
御
諒

承

服

い

ま

す

。

民

生

観

あ
な
た
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
ぜ
ひ
一
加
ノ

、
九
五
八
年

富

山

県

民

手

帳

¥60円
申込

11月31日まで

11月中に配布

（
第
一
次
申
込
）

巾
込
先

町

内

会

長

又

は

朝
日
町
役
喝
統
計
係
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中

学

境

ひ

校

富
山
県
の
東
端
、
山
ぬ
お
し
せ
ま
り
、

往
古
よ
り
関
所
を
以
て
知
ら
れ
た
境
、
そ

の
関
恥
に
打
立
て
ら
れ
た
境
小
学
肢
と
立

－E
’

並
ぶ
の
が
、
我
が
境
中
学
校
で

＋
ヲ
ヲ
＋

あ
る
。

一司・包
M
V

同

さ
き
に
六
三
制
実
施
に
よ
り

ん

F

け

ぷ

昭
和
二
十
二
年
四
月
泊
町
外
二

＋
伊
札
。

ケ
村
学
校
組
合
立
泊
中
学
校
を

同
F
F同
開
校
し
、
交
通
事
情
等
に
よ
り

ι
F
a

－－ι
F

翌
年
五
月
組
合
か
ら
離
脱
、
漸

A守」
E
A守
く
二
十
四
年
三
月
完
全
に
独
立

円
H
円
同

せ
る
境
村
立
境
中
学
校
と
し
て

？
同
争

発
足
。
二
十
六
年
八
月
新
築
校

一一割引市崎

舎
落
成
、
二
十
九
年
八
月
制
日

4

4

町
立
境
中
学
校
と
な
る
。

本
校
は
発
足
当
時
よ
り
一
村
を
以
て
構

成
し
て
い
る
が
如
、
辛
口
関
係
上
、
規
模
は
小

さ
く
写
版
数
は
三
学
級
、
教
員
は
抑
制
を

含
め
て
現
在
七
名
と
い
う
さ
さ
や
か
な
も

さあ（~~言~1¥=~す［：.£）第 26 号(3) 

6 
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。
ど
う
し
た
ら
変
通
不
安

か
ら
脱
け
ら
れ
る
か

皆
さ
ん
全
国
で
は
二
十
四
分
間
に
一
人
一
を
も
う
一
度
よ
く
見
て
下
さ
い
。
い
ろ
い

の
割
合
で
交
通
事
故
で
死
亡
し
て
い
ま
す
一
ろ
の
品
物
を
道
路
に
置
き
ま
す
と
、
道
路

自
分
が
、
家
族
が
、
町
の
多
く
の
人
々
一
が
狭
〈
な
っ
て
歩
い
て
い
る
人
が
非
常
に

が
、
交
通
不
安
か
ら
救
わ
れ
る
方
法
は
次

一迷
破
い
た
し
ま
す
。
ま
た
交
通
事
政
を
起

の
こ
と
が
ら
を
よ
く
守
る
こ
と
で
は
な
い
一
す
原
因
に
も
な
り
ま
す
の
で
よ
く
整
理
し

で
し
ょ
う
か
。

一
て
下
さ
い
。

<4) 昭和お年10月20日発行ひさあ第 26号（昭和32年8月8日）
第3種郵便物認可j

んN
・
危
い
、
自
転
車
の
併
列
通
行

自
転
車
に
乗
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
左
の

端
企

一
列
に
縦
に
並
ん
で
通
行
さ
れ
て
お

り
ま
す
か
、
同
人
も
慣
に
並
ん
で
通
行
致

し
ま
す
と
、
そ
れ
だ
け
道
路
を
狭
く
い
た

し
ま
す
。
ま
た
そ
の
た
め
事
誼
を
起
す
原

因
を
つ
く
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
自

転
車
の
方
は
、
必
ず
道
路
の
左
端
を
一
列

に
並
ん
で
進
行
し
て
下
さ
い
。

ま
た
右
折
す
る
と
き
は
、

自
転
車
の
方
も

自
動
市
中
と
同
線
に
必
ず
手
で
信
号
を
し
て

下
さ
い
。

急
に
右
折
を
い
た
し
ま
す
と
、

後
方
か
ら
来
た
自
動
車
に
追
突
さ
れ
て
大

怪
我
を
い
た
し
ま
す

第
四
国
町
民
体
育
大
会

＋

一

月

三

日

朝
日
町
の
国
体
で
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
あ
る
町
民
体
育
大
会
は
恒
例
の
よ
う

に
十
一
月
一
一
一
日
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
会
湯
は
泊
小
丸
．山
公
開
グ
ラ
ン
ド

で
あ
る
が
明
年
の
国
体
準
硬
式
野
球
会
均

と
し
て
の
整
備
工
事
が
そ
れ
ま
で
に
着
工

さ
れ
る
之
町
民
体
育
大
会
の
会
場
は
日
東

紡
グ
ラ
ン
ド
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

①
種
目
て
財
人
会
演
技
二
回

二
、
保
育
関
波
紋
一
回

①

地

区

対
抗
小
学
校
六

O
O
米
継
走

①
地
区
対
抗
中
学
校
六

O
O米
継
走

①

地

区

対
抗
男
子
重
量
運
搬
継
走

＠
地
区
対
抗
女
子
水
温
継
走

①
地
区
対
抗
男
子
玉
入
継
走

＠

地

区

対
抗
年
令
別
九

O
O米
継
走

①

地

区

対
抗
び
ん
倒
し
競
技

無
理
を
し
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す

b
v
危
い
、
仕
業
点
検
を
忘
れ
な
い
で

B
動
車
を
運
転
す
る
前
に
必
ず
也
業
点

検
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
プ
レ
キ
ー
は
き

き
さ
す
か
、
整
備
さ
れ
た
亭
は
、
あ
な
た

と
歩
行
者
を
安
全
に
導
い
て
く
れ
ま
す
。

。
危
い
、
歩
行
者
優
先
通
行

諸
車
の
運
転
者
の
方
は
、
歩
行
者
が
横

断
歩
道
を
通
行
し
て
い
る
と
き
は
、
一
旦

停
止
、
叉
は
徐
行
を
し
て
、
歩
行
者
の
方

を
通
し
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

自
動
車
が
一
旦
伴
っ
て
歩
行
者
を
通
し
て

い
る
風
来
は
耐
火
に
な
ご
や
か
で
、
気
持
の

よ
い
も
の
で
す
。

＠
皆
さ
ん
最
近
自
助
取
や
人
の
哨
加
と
共

に
交
通
事
政
も
融
制
し
て
参
り
ま
し
た
。

今
年
に
な
っ
て
か
ら
も
、
す
で
に
八
月

末
で
県
下
で
一
二
十
四
名
の
死
者
七
三
一
名

の
慌
我
人
が
出
て
お
り
、

λ
小
一
官
接
祭
器
阿
川

下
で
も
死
者
二
名
憐
我
人
二
十
二
名
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

人
も
事
も
十
分
説
窓
し
て
お
互
に
交
通

事
故
防
止
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

判

明

号

、

－vh
｝
－F
－η
？
？
2

持
一
ヨ
ハ
4

L
Y－mhづ

＝
一
年
に
一
回
の
学
園
祭

泊
高
等
学
校

泊
高
校
で
は
十
月
九
日
よ
り

十
一
日
ま
で
三
日
間
、
乞
一
年
に

一
回
の
学
園
祭
が
催
れ
た
、
第

』
一
日
は
吠
画
と
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン

プ
第
＝
日
は
演
劇
、

舞
踊
、
三
つ

の
欧
、
第
三
日
は
早
大
教
授
竹

内
常
符
氏
の
「
人
口
問
闘
と
日

い
J

．一
本
の
将
来
」
と
臨
す
る
締
出
会

一ぶ
ゲ’

音
楽
会
と
多
彩
な
行
事
を
股
闘

いツ
一
泣
夜
、
♂

し
生
徒
各
班
の
展
覧
会
は
多
数

丸
山伽怒川いお口

の
来
鳴
に
感
銘
を
あ
た
え
た
O

A
町
内
？
？
ぷ

川

ル

料

P
J
U

Z
ヤ
火
山

（
写
真
は
教
駿
貝
の
演
劇
、
需

の
一
文
鍛
の
一
場
面
〉

7 
0 

同
同
点
の
場
合
は
段
高
等
位
の
多
少

を
以
っ
て
判
定
す
る

帆
尚
同
点
の
喝
合
は
抽
せ
ん
で
決
定

す
る

①
参
加
規
定

一
人
一
種
目
と
す
る
但
し
採
点
外

マ
ラ
ソ
ン
継
走
は
除
外
す
る

四
、
駅
伝
マ
ラ
ソ
ン
継
迭
を
今
年
は
グ

ラ
シ
ド
で
マ
ラ
ソ
ン
継
走
と
し
て

探
点
外
競
技
と
す
る

日
本
に
た
っ
た
こ
つ
の

学

術

資

料

マ
ミ
白
キ
ビ
タ
キ
と
ヤ
マ
ネ

マ
司
、
、
白
キ
ビ
タ
キ
〈
小
鳥
）
は
朝
鮮
の

特
産
で
あ
っ
て
日
本
に
生
息
し
な
い
も
の

で
あ
る
が
、
か
つ
て
泊
小
川
温
’
以
に
迷
い

こ
ん
だ
も
の
で
現
在
は
泊
高
等
学
校
生
物

学
教
室
に
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。

日

本
で
は
他
に
長
野
県
に
標
本
が
一
つ
あ
る

だ
け
で
あ
る
。

本
年
九
月
僧
ケ
岳
で
描
堕
さ
れ
た
ヤ
マ

ネ
ハ
ネ
ズ
ミ
ー
と
リ
ス
の
A
口い
の
子
〉
は
高
山

の
珍
献
で
立
山
4

系
で
は
か
つ
て
発
見
さ

れ
富
山
大
学
生
物
教
室
に
秘
蔵
さ
れ
て
い

る
も
の
が
一
つ
あ
る
だ
け
で
、
僧
ケ
岳
で

描
へ
ら
れ
た
も
の
は
今
泊
中
学
校
で
大
事

に
し
て
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
生
態
学
上
か

ら
み
て
生
き
た
ヤ
マ
ネ
は
学
界
の
貴
重
な

る
資
軒
で
あ
る
。
な
お
ヤ
マ
ネ
は
分
類
学

上
か
ら
世
界
の
珍
献
で
あ
る
。

b
v
危
い
、
事
の
あ
と
さ
き
横
断
と

斜
め
横
断

皆
さ
ん
自
動
車
の
す
ぐ
前
を
償
切
る
の

は
一
番
欣
険
で
す
。
ス
リ
ル
と
命
を
引
き

代
え
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
を
横
切
る
と
き
は
、

右
や
佳

か
ら
来
る
率
に
充
分
注
意
し
て
、
自
織
を

引
い
て
い
る
僕
断
歩
道
を
真
直
ぐ
に
横
切

っ
て
下
さ
い
。
市
内
を
走
っ
て
い
る
自
動

車
は
皆
さ
ん
が
横
断
し
ょ
4
と
思
っ
て
足

を
一
歩
か
わ
す
聞
に
ニ
米
前
進
し
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
斜
に
横
断
し
た
り
、
の
ろ

の
ろ
と
横
断
し
た
り
す
る
こ
と
は
非
常
に

危
険
で
あ
り
ま
す
。

hv
危
い、

子
供
の
一
人
歩
き
と

ん

グ

危
い
、
人
は
右
車
は
左

路
上
の
遊
び

皆
さ
ん
右
側
を
進
行
し
て
お
ら
れ
ま
す

小
さ
い
子
供
き
ん
を
述
れ
て
外
出
の
際

一
か、

自
分
が
歩
い
て
い
る
方
向
を
も
う

一

子
供
さ
ん
の
手
を
離
し
て
お
ら
れ
ま
せ
ん

一
度
よ
く
確
め
て
下
さ
い
。
左
を
歩
い
て
お

か
、
子
供
さ
ん
の
手
を
鰍
し
て
、
一
人
を

一
ら
れ
る
方
は
右
、
左
を
よ
く
正
て
右
側
に

歩
か
せ
る
こ
と
は
、
野
山
市
に
危
険
で
あ
り
移
っ
て
下
さ
い
。
ま
た
歩
道
区
別
の
あ
る

ま
す
。
子
供
さ
ん
の
手
を
離
し
た
た
め
に

一
道
路
で
は
、
安
全
な
か
’道
を
通
る
よ
う
に

自
動
車
に
は
ね
ら
れ
た
事
故
は
た
く
さ
ん

一
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

あ
り
ま
す
。
ま
た
自
動
車
の
通
る
道
路
で

一自
動
車
、
自
転
車
を
運
転
し
て
お
ら
れ
る

子
供
さ
ん
を
遊
ば
す
こ
と
は
、
非
常
に
危

一方
は
左
端
を
正
し
く
通
行
し
て
お
ら
れ
ま

険
な
こ
と
で
す
。
自
分
の
可
蛇
い
い
子
供

一す
か
、
自
転
車
や
リ
ヤ
カ
ー
も
市
中
で
す
か

さ
ん
を
交
通
事
政
の
椛
料
に
し
な
い
よ
う

－
ら
必
ず
友
の
端
を
通
行
し
て
下
さ
い。

よ
く
見
守
っ
て
や
っ
て
下
さ
い
。

’

9
・危
レ、

自
動
車
の
ス
ピ
ー
ド

ル
・
危
い
、
物
件
放
置
、

一一

自
動
車
や
パ
イ
ク
の
運
転
手
の
方
は
、

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
一
定
め
ら
れ
た
速
度
を
守
っ
て
お
ら
れ
ま
す

皆
さ
ん
、
道
路
民
自
動
車
、
リ
ヤ
カ
ー

一
か
、
道
路
の
よ
い
と
こ
ろ
で
大
き
な
事
畝

商
品
、
そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
の
品
物
を
位

一
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
事
に
は
速
度
の
制

い
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
、
御
自
分
の
店
先

一
限
が
あ
り
ま
す
の
で
よ
く
速
度
を
守
っ
て

＠

地

区

対
抗
権
問
年
八

O
O米
継
走

三
、
探
京
及
総
合
勝
負
判
定

①
A
組
B
組
の
組
分
け
は
競
技
毎
に

地
区
代
表
に
よ
り
拍
せ
ん
と
す
る

①
採
点
は
四
着
ま
で
と
す
る

一
着
四

点
、
ニ
着
三
点
、
三
着
二
点
、
四

着

一
点

①
総
合
判
定

的
総
点
の
最
高
を
以
っ
て
優
勝
と
す

る


